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��������������� ��������������� ����������� ���� ���������������������������� ����������� �������������������������� ����
�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
and 259 seventh through eighth graders. In addition, teachers were asked to rate the strength of the children’s 
���������������� ���� �������� ��� ��� ������������ ������� ��������� ���������� ����� ���� ������ ���� ��� �������� ����� ����
����������� ����������� ������ ���� ���������� ������� ���������� ������������� ��� ������� �������� ������ ��������� ����
Cronbach’s α of the compliance goals subscale was .80, and that of the proso����� ������ ��������� ���� ���;� ���
seventh through eighth graders, the Cronbach’s α of the compliance goals subscale was .81, and that of the 
prosocial goals was .86. In addition, teachers were asked to rate the degree of children’s responsibility toward the 
classroom. Both subscales were positively related to teachers’ ratings of children’s responsibility. Thus, we 
�������������������������������������������������������������
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はじめに 

子どもの学業場面における研究は，学習方略や学習

意欲などの観点から行われることが多い．しかし，子

どもの学習の多くが，学校の教室で行われ，クラスメ

イトや教師との相互作用を通して進められる．そのた

め子どもの学習場面に影響する社会的要因について考

慮する必要が指摘されている 1)． 

子どもの学習場面におけるクラスメイト同士の協力

や教師との関係といった社会的要因の一つの側面とし

て，社会的責任目標が挙げられる 1) 2)．この社会的責任

目標とは，教室における規範やルールを守り，対人的

に円滑な関係を持とうとする目標である 3)4)．この社会

的責任目標を持つ子どもは，教室場面において責任的

な行動をし 3)5)，規範的，協力的な行動をとるため，ク

ラスメイトや教師から受容される 5)6)ことが知られてい

る．また，このような良好なクラスメイトや教師との

人間関係により，学習意欲が高まり，学業成績にも影

響することが確かめられている 2)7)．同じく，社会的責

任目標を持つ子どもは，教師やクラスメイトへの適応

が高く，このことにより学習への適応も高まることが

報告されている 8)． 

子どもの社会的責任目標を測定する尺度は，中谷 2)

によって小学生を対象としたものが作成されている．

この尺度は，向社会的目標と規範遵守目標の 2 つの下

位尺度から構成されている．向社会的目標とは，社会

的，対人的な協力や援助を目標とするもので，規範遵

守目標とは，教室における明示的あるいは暗黙のルー

ルを守り，規範に従うことを目標とするものである．

この 2 つの下位目標は，小学生では，女子は男子より

も高く，学年が上がるにつれて，規範遵守目標が低下

することが確かめられている 9)．また，この社会的責

任目標尺度を用いて，調査が数多く行われており，小

グループ学習活動における学習中の有効な相互作用と

関連があること 10)，学級適応や理科学習への興味・関

心，動機づけと正の関連があること 11)が明らかにされ

ている．さらに，出口ら 8)は，社会的責任目標が学級

適応や学習動機に関する仮説プロセスの検証している．

その他，関 12)は社会的責任目標における日中比較を行

っている． 

このように子どもの社会的責任目標に関する研究が

数多く行われている．しかしながら，校種を含めた学

年差や性差に関する研究は少ない．中谷 9)は小学生の

学年差及び性差を検討しているが，中学生における社

会的責任目標の学年差及び性差については検討されて

いない．また，中谷ら 11)は，中谷 2)の社会的責任目標

を簡易化した尺度を用いて，小学 5 年と中学 2 年の学

年差を検討している．しかし，他の校種差や学年差に

ついては検討されていない．特に，小学校と中学校で

は，学級担任制から教科担任制に変わるなど学校生活

が質的に大きく変化し，校種の違いの影響は大きい 13)

と考えられる．また，内藤ら 14)によると，女子の方が

男子よりも中学校への環境移行に関して影響を受けや

すいことが報告されている．このことから，社会的責

任目標においても校種の影響は大きく，その影響は男

子より女子の方が大きいと考えられる．そこで，本研

究では社会的責任目標の校種を含めた学年差及び性差

の検討を行うこととする． 

ところで，調査研究において心理尺度を使用する場

合，その尺度が本当に測定したい概念を測定できてい

るかということを考慮する必要がある．つまり，妥当

性の高い尺度を使用しているかどうかを考慮する必要

がある．一般的に，尺度の妥当性を検討するため，他

尺度との相関を算出する方法で行われている．この方

法に関して，村上 15)は，他尺度からの相関のみを用い

て妥当性を検討するだけでは不十分で，他者評定や学

力といった客観的数値としての外部基準を用いて相関

を算出することを推奨している．本研究で使用する社

会的責任目標尺度は，中谷 9)によって教師評定という

外部基準との相関で妥当性が検討されている．しかし，

この尺度の妥当性は小学生のみで検討されており，中

学生については検討されていない．そこで，本研究で

は，小学生及び中学生を対象とした社会的責任目標尺

度における信頼性及び妥当性の検討した上で，小学生

及び中学生の社会的責任目標における学年差及び性差

について検討を行うことを目的とする． 

 

方法 

1. 対象 

小学 4 年 154 名（男子 62 名，女子 92 名），小学 5 年

157 名（男子 76 名，女子 81 名），小学 6 年 174 名（男
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子 �� 名，女子 �� 名），中学 � 年 ��� 名（男子 �� 名，

女子 ��名），中学 �年 ���名（男子 ��名，女子 ��名）

であった．�

�

���調査の実施時期�

調査の実施は，����年 �月下旬に行われた．�

�

���調査の手続�

社会的責任目標の調査は各クラスに，担任教師によ

り授業時間を利用して集団形式で行われた．また，子

どもの社会的責任目標に対する教師評定については，

担任教師に依頼した．調査の実施は，����年 �月下旬

に行われた．�

�

���質問紙�

����社会的責任目標尺度�

中谷 ��で作成された全 ��項目が用いられた．この尺

度は，向社会的目標と規範遵守目標の � つの下位尺度

から構成されている．向社会的目標とは，社会的，対

人的な協力や援助を目標とするものである．また，規

範遵守目標とは，教室における明示的あるいは暗黙の

ルールを守り，規範に従うことを目標とするものであ

る．尺度の項目数は，向社会的目標 ��項目，規範遵守

目標 �項目であった．回答方法は，「いつもあてはまる」

から「どんなときにもあてはまらない」までの � 段階

の評定で求めた．�

���児童・生徒の社会的責任目標に対する教師標定�

「教室における明示的あるいは暗黙のルールを守り，

規範に従おうとする感覚を持っている子どもですか」

という質問に対して，担任教師は学級内の子ども全員

を「あてはまる」から「あてはまらない」の � 段階の

評定を求めた．�

結果と考察

小学生と中学生における社会的責任目標尺度の構造

を検討するため，因子分析を行った．主因子法を行っ

た結果，固有値は ����，����，����，0.95…と推移し，

因子の解釈可能性から，� 因子と判断することが妥当

と判断した．そこで，因子負荷量が���以上を基準とし

て，プロマックス回転による因子分析を行った．また，

同項目で��� 以上の負荷量を示す項目に関しては削除

を行った．その結果，� 因子が抽出され，抽出された

因子の命名を行った．因子Ⅰは，友人やクラスに対し

ての協力や援助をしようとする項目から構成されてい

ることから「向社会的目標」因子と命名した．因子Ⅱ

は，授業中におけるルールを守るといった項目から構

成されていることから「規範遵守目標」因子と命名し

た（表 �）．�

「向社会的目標」因子を構成する項目の中には，「ク

ラスで自分が受け持ったことは，きちんとするように

します」が含まれていた．この項目は，中谷 ��では，

規範遵守目標を構成していた項目であった．今回の調

査対象においては，クラスで自分が受け持ったことを

きちんと行うということを，クラスといったクラスメ

イトと共有する環境において協力することとして捉え

ていたために，この項目が「向社会的目標」因子に含

まれていたと考えられる．�

また，「授業で先生にやるように言われたことは，め

んどうでもきちんとするようにします」が両因子の負

荷量が��� 以上あり，分析から除外した．この項目は，

先生という対人的な協力を行うといった向社会的目標

の意味と，教室におけるルールを守るといった規範遵

守目標の意味を含んでいたため，両因子から高い負荷

量を示していたと考えられる．�

次に，尺度の信頼性の検討のために ��������の α係

数を算出した．小学生において，向社会的目標では���，

規範遵守目標では���であった．また，中学生において，

向社会的目標では���，規範遵守目標では���であった．

このことから，小学生及び中学生において，尺度の信

頼性が高いと考えられる（表 �）．�

さらに，妥当性の検討を行うために，各下位尺度得

点と教師評定との相関を算出した．小学生において，

向社会的目標では���（�＜���），規範遵守目標では���

（�＜���）であった．また，中学生において，向社会

的目標では���（�＜���），規範遵守目標では���（�＜���）

であった（表 �）．いずれも，小学生と中学生ともに教

師評定との相関が有意であり、特に、向社会的目標に

比べて規範遵守目標が，教師評定との間に強い関係を

もっていることが示された．このことから，小学生及

び中学生の社会的責任目標を測定する尺度として妥当

性が高いと考えられる．�

47



 

 

表

表 2. 社会的責任目標尺度の信頼性

表 4. 社会的責任目標の学年

図 1. 向社会的目標における学年差及び性差

 社会的責任目標尺度の学年差と性差を検討するため

に，学年（小学 4 年・小学 5 年・小学

中学 2 年）×性（男子・女子）の 2 要因分散分析を行っ

た．その結果，向社会的目標得点と規範遵守目標得点

ともに交互作用が有意であった（表 4

得点と規範遵守目標得点ともに，中学

他のすべての学年において，女子の方が男子より得点

が有意に高かった．このことから，中学

勉強のわからない人には、教えてあげようと思います。

自分が前に解いたことがある問題がわからない友達がいたら、その問題を解く手助けをしてあげ

ようと思います。

えんぴつや消しゴムを忘れた人には、自分のものを貸してあげようと思います。

教科書を忘れた人がいたら、自分のものを見せてあげようと思います。

友達が困っていたら、手助けしようと思います。

がっかりしている人がいたら、なぐさめたり、はげましたりしてあげようと思います。

友達から何かをたのまれたら、それをやってあげようと思います。

けがをしたり、具合が悪い人がいたら、保健室に連れていこうと思います。

クラスで自分が受け持ったことは、きちんとするようにします。

友達としゃべりたくなったときも、授業中はがまんするようにします。

授業中につかれてきても、授業の終わりまで先生の話をよく聞くようにします。

授業中は、他の人のじゃまにならないようにします。

学校のきまりは、少しくらいなら守らなくてよいと思います。

自習時間ならば、友達とおしゃべりしてもいいと思います。

人の悪口を言わないように気をつけます。

めんどうだと思うときでも、当番の仕事があるときには、それをきちんとやるようにします。

宿題をやらずに学校に行くことがあってもよいと思います。

向社会的目標 規範遵守目標

小学生 .87

中学生 .86

男子 女子 男子 女子

向社会的責任目標 30.8 38.0 34.8 38.1
(6.4) (4.9) (6.8) (5.1)

規範遵守目標 28.0 32.6 29.5 32.5
(5.2) (5.1) (5.1) (4.7)

４年生 ５年生

小学生
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差と性差を検討するため

年・小学 6 年・中学 1 年・

要因分散分析を行っ

た．その結果，向社会的目標得点と規範遵守目標得点

4）．向社会的目標

得点と規範遵守目標得点ともに，中学 2 年を除いて，

他のすべての学年において，女子の方が男子より得点

が有意に高かった．このことから，中学 2 年を除く，

他のすべての学年において，女子は男子より

任目標が高いことが考えられる．中谷

ても，小学生の向社会的目標と規範遵守目標において，

女子の得点が男子より高いことを明らかにしている．

また，臼井・橘川 16)は中学生の規範意識について，女

子の規範意識が男子より高いことを報告している．さ

らに，小学校高学年の時期では，道徳性など他の社会

性の点でも，男子よりも女子の発達の程度がより進ん

向社会的目標

勉強のわからない人には、教えてあげようと思います。

自分が前に解いたことがある問題がわからない友達がいたら、その問題を解く手助けをしてあげ

えんぴつや消しゴムを忘れた人には、自分のものを貸してあげようと思います。

教科書を忘れた人がいたら、自分のものを見せてあげようと思います。

友達が困っていたら、手助けしようと思います。

がっかりしている人がいたら、なぐさめたり、はげましたりしてあげようと思います。

友達から何かをたのまれたら、それをやってあげようと思います。

けがをしたり、具合が悪い人がいたら、保健室に連れていこうと思います。

クラスで自分が受け持ったことは、きちんとするようにします。

規範遵守目標

友達としゃべりたくなったときも、授業中はがまんするようにします。

授業中につかれてきても、授業の終わりまで先生の話をよく聞くようにします。

授業中は、他の人のじゃまにならないようにします。

学校のきまりは、少しくらいなら守らなくてよいと思います。

自習時間ならば、友達とおしゃべりしてもいいと思います。

人の悪口を言わないように気をつけます。

めんどうだと思うときでも、当番の仕事があるときには、それをきちんとやるようにします。

宿題をやらずに学校に行くことがあってもよいと思います。

因子間相関

規範遵守目標

.80

.81

向社会的目標

小学生 .36

中学生 .24
すべて

女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

38.1 35.3 39.1 30.9 36.1 35.0 35.7 10.637 **
(5.1) (6.4) (4.1) (6.7) (5.5) (5.5) (4.6)
32.5 29.5 33.2 27.3 30.0 29.3 29.9 6.488 **
(4.7) (5.4) (5.0) (6.2) (4.7) (4.9) (4.7)

主効果

学年６年生 １年生 ２年生

中学生

社会的責任目標尺度と教師評定の相関

 

 

 
規範遵守目標における学年差及び性差 

べての学年において，女子は男子より社会的責

任目標が高いことが考えられる．中谷 9)の研究におい

ても，小学生の向社会的目標と規範遵守目標において，

女子の得点が男子より高いことを明らかにしている．

は中学生の規範意識について，女

子の規範意識が男子より高いことを報告している．さ

らに，小学校高学年の時期では，道徳性など他の社会

性の点でも，男子よりも女子の発達の程度がより進ん

因子Ⅰ 因子Ⅱ

 .121
自分が前に解いたことがある問題がわからない友達がいたら、その問題を解く手助けをしてあげ  .109

 .093
 .052
 .095
 .015
 .053
 .134
 .253

.157 
.066 
.041 
.082 
.058 
.215 

めんどうだと思うときでも、当番の仕事があるときには、それをきちんとやるようにします。 .311 
.049 

因子間相関 因子Ⅰ .595

向社会的目標 規範遵守目標

.46

.44
すべて1％水準で有意

94.714 ** 6.501 **

59.690 ** 2.911 *

**p<.01,**p<.05

主効果 交互作用
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でいることが示唆されており 17)18)，このような発達的

傾向の違いが今回の結果にも見られた． 

次に，向社会的目標得点における男子について，小

学 4 年と中学 1 年は小学 5 年，小学 6 年と中学 2 年よ

り得点が有意に低かった．女子においては，小学 6 年

は中学 1 年と中学 2 年より得点が有意に高かった．規

範遵守目標得点における女子について，中学 1 年と中

学 2 年は小学 4 年，小学 5 年と小学 6 年より得点が有

意に低かった．男子においては，有意な差は確かめら

れなかった．このことから，向社会的目標は，男子に

おいて小学 4 年と中学 1 年は他の学年に比べて低くい

ことが確かめられた．また，女子において，小学 6 年

が中学 1・2 年より高いことが確かめられた．規範遵守

目標は女子においてのみ，中学生（1 年・2 年）は小学

生（4 年・5 年・6 年）より低いことが確かめられた．

つまり，向社会的目標は男子及び女子ともに小学校か

ら中学校といった校種の違いで異なることが確かめら

れた．また，規範遵守目標は，女子だけが校種の変化

で低下していることが確かめられた．廣岡・横矢 19)に

おいても，児童・生徒の規範意識は学年が上がるにつ

れて，低下していることを示している．また，中谷 9)

は児童における規範遵守目標が，高学年になるほど低

下することを報告している．このような学年差，特に，

校種における違いをもたらす要因として，小学校と中

学校の環境の変化 13)が考えられる．例えば，小学校で

は，学級担任制であるが，中学校になると教科担任制

となる．そのため，小学校では担任教師におけるクラ

ス内のルールが一貫して指導されるが，中学校では，

担任教師に限らず，各教科担当の教師がクラスに関わ

るため，クラス内のルールが統一されにくいと考えら

れる．そのため子どもの社会的責任目標が低下するこ

とが考えられる．さらに，内藤ら 14)がこの環境移行は

男子よりも女子が影響を受けやすいと報告しており，

規範遵守目標において，女子のみに小学生（小学 4 年・

小学 5 年・小学 6 年）と中学生（中学 1 年・中学 2 年）

の差が確かめられたことは，小学校から中学校の移行

の影響を受けていることが考えられる． 

 以上のことから，信頼性及び妥当性を有する社会的

責任目標尺度が確認され，小学生と中学生における学

年及び性の社会的責任目標の違いが確かめられた．今

後は，この社会的責任目標に影響を及ぼす要因を明ら

かにし，適切に社会的責任目標を高めるための方策を

検討する必要があると考えられる． 

 

まとめ 

 本研究の目的は，小学生及び中学生における社会的

責任目標の信頼性，妥当性，学年差及び性差の検討を

行うことであった．その結果は，以下のとおりである． 

1）小学生及び中学生における社会的責任目標尺度は

先行研究と同様に 2 因子構造であった．また，信

頼度係数も高く，信頼性が確かめられた．さらに，

教師評定との相関も有意であり，妥当性が確かめ

られた． 

2）向社会的目標については，中学 2 年を除いて女子

が男子より高いことが認められ，小学校から中学

校にかけて低下することが示された． 

3）規範遵守目標については，中学 2 年を除いて女子

が男子より高いことが認められ，女子において小

学校から中学校にかけて低下することが示された． 
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